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円
滑
に
救
命
救
急
処
置
を
と
れ
る
よ

う
、
症
状
・
緊
急
度
に
応
じ
て
、
次
の
三

段
階
に
分
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
初
期
救
急
医
療
体
制

　

休
日
や
夜
間
に
外
来
診
療
で
対
応
可
能

な
軽
症
の
救
急
患
者
に
対
応
し
ま
す
。「
川

越
市
医
師
会
夜
間
休
日
診
療
所
」「
休
日

当
番
医
」「
休
日
歯
科
診
療
所
」
が
該
当

し
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
広
報
川
越
25
日
号
の
裏
表

紙
で
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
第
二
次
救
急
医
療
体
制

　

初
期
救
急
で
は
対
応
で
き
な
い
、
入
院

や
手
術
が
必
要
な
重
症
の
救
急
患
者
に
対

応
し
ま
す
。
右
下
図
に
あ
る
救
急
医
療
機

関
が
該
当
し
、
近
隣
市
町
の
救
急
病
院
を

含
め
た
当
番
制
方
式
な
ど
に
よ
り
、
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
第
三
次
救
急
医
療
体
制

　

緊
急
か
つ
重
大
な
生
命
の
危
機
に
あ
る

重
篤
な
救
急
患
者
に
対
応
し
ま
す
。
市
内

で
は
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
該
当
し
ま
す
。

　

右
図
の
と
お
り
、
現
在
市
内
に
は
県
が

認
定
し
た
救
急
医
療
機
関
が
10
機
関
あ

り
、
救
急
車
に
よ
る
重
症
・
重
篤
な
救
急

搬
送
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
救
急
出
場
件

数
や
搬
送
人
員
は
一

度
減
少
に
転
じ
た
も

の
の
、
10
年
前
と
比

べ
て
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
背
景

に
は
、
高
齢
者
人
口

の
増
加
だ
け
で
な
く
、
安
易
に
救
急
車
を

要
請
す
る
と
い
っ
た
「
救
急
車
の
不
適
正

利
用
」
問
題
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
問

題
は
、
現
場
到
着
や
病
院
収
容
が
遅
れ
る

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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急
に
病
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し
た
と
き
の
救
急
医
療
。
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
。
大
切
な
命

を
守
る
た
め
の
、
救
急
医
療
の
い
ま
を
紹
介
し
ま
す
。

市内の救急医療機関

○第二次救急医療機関
■第三次救急医療機関

①池袋病院
②帯津三敬病院
③川越救急クリニック
④康正会病院

5�埼玉医科大学総合医
療センター

⑥赤心堂病院
⑦関本記念病院
⑧三井病院
⑨南古谷病院
⑩武蔵野総合病院

救
急
医
療
は
い
ま

救
急
搬
送
の

現
状

救
急
医
療

体
制

市内の救急活動の推移

救急出場件数（件）

搬送人員（人）
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救
急
医
療
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
自

ら
の
症
状
に
応
じ
て
救
急
医
療
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
人
に
必
要
な
医
療
が

提
供
さ
れ
、
地
域
全
体
の
救
急
医
療
体
制

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

①
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

②�

夜
間
・
休
日
で
も
受
診
可
能
な
医
療
機

関
を
調
べ
て
み
る

③�

症
状
が
比
較
的
軽
い
場
合
は
、
ま
ず
初

期
救
急
を
受
診
す
る

④
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

　

救
急
車
は
、
急
病
や
け
が
な
ど
で
生
命

に
か
か
わ
る
人
を
医
療
機
関
へ
緊
急
に
搬

送
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
中
の
救
急
車
の
出
場
件
数
は

1
万
5
7
4
0
件
、
搬
送
人
員
は

1
万
3
6
2
6
人
で
し
た
。
こ
の
う
ち

軽
症
者
は
お
よ
そ
半
数
で
し
た
。
救
急
車

の
出
場
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
要
請

し
た
り
、
緊
急
性
の
な
い
症
状
で
の
出
場

要
請
が
重
な
っ
た
り
す
る
と
、
一
刻
を
争

う
重
症
者
の
搬
送
に
遅
れ
が
生
じ
ま
す
。

　

救
え
る
は
ず
の
命
を
救
う
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■�

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
迷
わ
ず
1
1
9

番
通
報
を
!

意
識
が
な
い
▼
呼
吸
が
困
難
、
ま
た
は
感

じ
ら
れ
な
い
▼
顔
色
が
悪
く
、
冷
や
汗
を

か
い
て
い
る
▼
激
し
い
胸
痛
、
頭
痛
、
腹

痛
▼
や
け
ど
の
範
囲
が
広
い
▼
大
量
に
出

血
し
た
▼
頭
を
打
ち
、
意
識
が
お
か
し
い

■
誤
っ
た
利
用
例

自
家
用
車
が
な
い
▼
早
く
診
察
し
て
も
ら

え
る
▼
入
院
の
日
だ
か
ら
▼
タ
ク
シ
ー
だ

と
お
金
が
か
か
る
▼
自
分
で
病
院
を
探
す

の
は
面
倒

どうしよう…お悩みのときは 救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

救
急
車
の

適
正
利
用
に
ご
協
力
を

 埼玉県医療機能情報提供システム
http://www.iryo-kensaku.jp/saitama/
　医療機関や薬局を診療科目、診療日、診療時
間、最寄り駅などから検索できます。

10月
1日㈬

から

　次のとおり救急医療に関する相談等を行ってい
ます。ご利用ください。

 埼玉県小児救急電話相談L#8000
　子どもの急病時、家庭での対処方法や受診の
必要性について、看護師が電話で相談に応じま
す。ダイヤル回線、IP 電話等は L048－
833－7911におかけください。
時�間…月～土曜日 =午後7時～翌朝7時▶日曜
日・祝日・年末年始=午前9時～翌朝7時

＊育児相談はできません。また、診断・治療は
行えません。

 埼玉県救急医療情報センター（医療機関案内）
　L048－824－4199(24時間対応可 )
　次のような場合に、受診可能な医療機関の案
内をしています（歯科・口腔外科・精神科を除
く）。なお、医療相談はできません。
●�救急車を呼ぶほどではないけれど、緊急に医
療機関の受診が必要で、かかりつけの医療機
関がない

●�夜間や休日にどこの医療機関で診てもらえば
よいのか分からない

＊10月1日㈬以降、下記「大人の救急電話相談」
に統合されます。対応時間等は変更ありません。

　県では、小児救急電話相談に加えて、新たに大人を対象とする救急電話相談を開始しま
す。夜間の急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。医療機関を受診するべき
か迷ったときは、気軽にお問い合わせください。

大人を対象とする救急電話相談を開始します

大人の救急電話相談L♯7000
　ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合はL048－
824－4199におかけください。
時間…午後6時30分～10時30分（毎日）

■利用方法
①�左記の電話番号にダイヤルします
②�音声ガイダンスが流れたあとに、ボタン1を押
してください


